
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









第870回 紫波町農業委員会総会議事録


























令和8年6月19日開催



紫波町農業委員会


第870回紫波町農業委員会総会　議事録

　第870回紫波町農業委員会総会は、令和8年6月19日、紫波町役場に招集された。

1　開催日時　　令和8年6月19日(金）午後1時30分から　午後2時20分

2　開催場所    紫波町役場　302会議室

3  議事日程
日程第1		 　　   議事録署名委員の指名
日程第2               会期の決定
日程第3　報告第1号　農地法第18条の規定による農用地貸借契約の合意解約について
         報告第2号　農地法第３条の３の規定による農地の相続等の届出について
          報告第3号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出に
ついて
日程第4  議案第1号　農地法第３条の規定による許可申請に対する許否の決定について
日程第5  議案第2号　農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請につい
　　　　　　　　　 て
日程第6  議案第3号　農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請について
日程第7  議案第4号　農用地利用集積等促進計画（所有権移転）に対する意見の決定に
　　　　　　　　　　ついて
日程第8  議案第5号　農地法の適用外証明願に対する可否の決定について
日程第9　議案第6号　農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について
日程第10 議案第7号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱の一部改正に
　　　　　　　　　　ついて

　　　1番　蒲生庄平　君　　　2番　若菜千穂　君　　　3番　大沼仁志　君
　　　4番　鈴木芳勝　君　　　5番　山田　讓　君　　　6番　佐藤武士　君
　　　8番　髙橋伸夫　君　　　9番　横沢一則　君　 　10番　佐藤廣志　君
　　 11番　工藤姫子　君　　 12番　岡市充司　君

5　欠席委員　（1名）
7番　菅川　正　君

6　遅刻委員　　な　し

7  紫波町農業委員会会議規則第16条第1項及び第2項の規定により出席した説明員
  　 事務局長　　　　高田　浩一　　君
　　 事務局次長　　　佐藤美智雄　　君
　　 主査　　　　　　大沼　千笑　　君
主任　　　 　　 藤根あけみ　　君

○事務局長（高田浩一君）
　　　ただ今から、第870回紫波町農業委員会総会を開会いたします。
　　　次第に沿って進めさせていただきます。
      最初に、岡市会長よりご挨拶をお願いします。
○会長（岡市充司君）
皆様ご苦労様です。去年も猛暑が大変続きましたけれども、今年も同じような猛暑が予想されています。猛暑の上の酷暑でしたか、設置されたようです。未だに東北北部の梅雨入りは発表されてはいませんが、ＡＩによりますと、19日本日梅雨入りすると予想されています。
最近の話題は相変わらずトランプ関係とクマ騒動ですが、今後どうなるかは全く予想がつきません。
今月の２日と３日に東京に行ってまいりました。２日は全国農業委員会長全国大会に出席し、その後自民党本部にて県選出の鈴木俊一幹事長に全国農業会議の國井会長、県農業会議の杉原会長、そして県内農業委員会会長らとともに、農業の抱える問題と現状について説明と要請をして参りました。翌３日の日は非常に台風も強かったのですけれども、衆議院議員会館会議室において県選出の国会議員の先生たちに、前日開催された全国農業委員会会長大会で決議された要請文を渡して要請するとともに、県内各地の農業委員会長よりそれぞれの地区における農業問題について報告と要請が行われました。これまでこの会議に何度もお邪魔しても県南地区の某先生は一度も出席されていませんでしたが、今回初めて県選出の国会議員の先生方全員が出席してくださいました。11月の末にもこのような機会が予定されておりますので、委員の皆様、国会議員の先生方に届けたいことがありましたら、事務局の方に連絡しておいてください。
それでは本日の総会審議よろしくお願いいたします。

○事務局長（高田浩一君）
　　　ありがとうございました。
総会の進行につきましては、紫波町農業委員会会議規則第9条により、会長が議長
の任に当たることになってございますので、以後の進行につきましては議長にお願いいたします。

○議長（岡市充司君）
　　　慣例により紫波町農業委員会憲章を朗読いたしますので、委員の皆様はご起立をお願いします。
　　　私が前文を朗読しますので、委員の皆様は各項目についてご唱和をお願いします。
　　　（憲章を唱和）

○議長（岡市充司君）
　　　ただ今の出席委員は11名であります。定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。欠席通告は、7番 菅川正委員であります。

○議長（岡市充司君）
　　　直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。日程に入るに先立ち業務報告を行います。事務局から業務報告を求めます。
　　　高田事務局長。
○事務局長（高田浩一君）
　　　それでは議案1ページをお開きください。
（業務報告書朗読）
○議長（岡市充司君）
　　　以上で業務報告を終わります。
　　　これより本日の議事日程に入ります。

○議長（岡市充司君）
      日程第1　議事録署名委員の指名を行います。
　　　議事録署名委員は、紫波町農業委員会会議規則第30条の2の規定により、議長において5番 山田讓委員、6番 佐藤武士委員を指名いたします。
○議長（岡市充司君）
　日程第2　会期の決定を議題といたします。
      お諮りいたします。本総会の会期は、本日一日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）

○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって会期は本日一日間と決定いたしました。なお、会期中の審議予定については、お手元に配付いたしましたとおりですので、ご了承願います。

○議長（岡市充司君）
     　日程第3  報告に入ります。
紫波町農業委員会会長等の専決に関する規程第2条第1項の規定により、専決処分
した件数が15件ありますので、同条第2項の規定により報告いたします。
報告第1号　農地法第18条の規定による農用地貸借契約の合意解約について
報告第2号　農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について
報告第3号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出について
事務局の説明を求めます。
藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
　　　報告第1号 農地法第18条の規定による農用地貸借契約の合意解約の通知が1件あり、専決いたしましたのでご報告します。
（議案書朗読）
報告第2号 農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出がについて提出されましたのでご報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
報告第3号、紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出があり、専決により処理いたしましたのでご報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
	以上で報告を終結いたします。
○議長（岡市充司君）
　　　日程第4　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　　　藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
調査資料が1ページからになりますので併せてご覧ください。
議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定についてご説明します。
（議案書朗読）
　　　この案件につきましては、農地調整小委員会においてご審議いただいております。本会のご審議、よろしくお願いします。
○議長（岡市充司君）
　　　ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議していますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
[bookmark: _Hlk78807501]議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する許否の決定について」、農地調整小委員会での審議経過を報告します。
付議番号１番は兄弟間での贈与となるものです。対象土地は東北新幹線整備で田と水利が分断されたため、現在は畑として使用しているものです。今回は田としての贈与となりますが、将来的に畑への地目変更を検討しています。
２番は組田となっている田を、組田の相手方への売買するものです。
３番の譲受人の住居は以前に譲渡人より譲渡されており、今回は当時に保留としていた農地及び山林を併せて贈与することとしたものです。近くには譲受人の実家があり農機具もあることから耕作に支障はないものと思われます。
４番の譲渡人は町外の方で農業を行わないため、対象土地に近くに居住する譲受人と売買を行うものです。
５番及び６番の借受人は同一です。農業法人ではありませんが、解除条件付とすることで契約を可能とし、体験農園として活用しようとするものです。
農地調整小委員会では、この案件は農地の最適化を図るものとして、地域との調和要件についても、問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議案件です。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって、議案第1号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
日程第5　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について、ご説明いたします。
農地中間管理事業では、所有者から農地中間管理機構となる岩手県農業公社が農地を借り受け、担い手へ転貸をする一括方式で権利の設定を行います。
農用地利用集積等促進計画は、令和７年３月に策定した「地域計画」に基づいて、農用地の利用を図っていくものです。
目標地図に基づき、「利用権の設定を受ける者」は、地域計画の担い手として位置付けられている、又は今後の見直しで担い手に位置付けることになりますので、そのことにご留意のうえ、ご審議をお願いします。
また、参考として備考欄には地域計画の「地域」を表示しております。
今回の案件は　新規７件、　更新10件　の合計17件です。
（議案書朗読）
以上の案件につきましては、6月16日の農地調整小委員会でご審議いただき、農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第11項に規定された要件を満たしていることをご判断いただいております。よろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
議案第２号「農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について」、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号１番の貸渡人には町内で別居する息子が２人おりますが、双方とも農業従事の意思はないとのことです。借受人は町外の方ですが、町内にいるおばの家に通いながら農場従事しています。大型農機具一式を所有し、地域の担い手にもなっていることから耕作に支障はないと思われます。
２番の貸渡人は高齢により自作規模を縮小し、他を借受人に貸し出すものです。借受人は10ヘクタールの水稲栽培を行っており、父より経営移譲を受けています。本人と子は勤めながらの農業従事となりますが、父も引き続き農業従事しています。町外居住者ですが運搬用車両も所有しており遠隔地での作業にも対応可能であることか支障はないと思われます。
３番の貸渡人は麦・そばの耕作は行っているが水稲栽培は行っていないため借受人に貸し出すものです。借受人は大型機械を所有しており、耕作に支障はないと思われます。
４番の貸渡人は勤め人であり家族も耕作できないことから依頼するものです。借受人は子も農業に従事しており、耕作に支障はないと思われます。
５番及び６番の借受人は同一で、平場を使用した野菜（ネギ）の栽培を行うものです。本人は若手ではありますが、父母の支援も期待できる環境であることから耕作に支障はないと思われます。
５番及び６番の貸渡人はそれぞれ県外居住者です。
７番は貸渡人が体調を崩し耕作が困難であるため貸し出すものです。借受人は地域における若手農家で、実績及び機械もあることから耕作に支障はないと思われます。
８番から１７番については、相対契約から中間管理事業に移行したもの、または中間管理事業の契約更新をするものであり、これまで同様、良好な耕作管理が期待できるものです。
以上が審議経過です。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第2号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
日程第6　議案第3号 農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
　　　農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請について、ご説明いたします。
№1は耕作者が「■■■■■■■」から「■■■■■■■■■■■■■■」に代わるものです。対象農地が■■■にとって遠方であることから周辺を耕作している■■■さんへ引き継ぐものです。なお、代表取締役の■■■■■さんは既に個人で認定農業者であり、地域計画では古館地区の担い手で実績があります。今年から法人を立ち上げており、本契約より法人として契約を行うものです。
　　　№2は耕作者が「■■■■」から「■■■■」に代わるものです。対象農地は■■さんの自宅付近であり、農地集積を行うことで作業効率を上げたいとのことから■■さんへ引き継ぐものです。
○議長（岡市充司君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
議案第３号「農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請について」、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号１番は対象農地が現耕作者である法人にとって遠方であることから周辺を耕作している新耕作者である法人へ引き継ぐものです。なお新耕作者である法人の代表取締役は既に個人で認定農業者であり、地域計画の担い手として実績があります。今年から法人を立ち上げており、本件より法人として契約を行うものです。
２番の土地は新耕作者の自宅付近であり、農地集積を行うことで作業効率を上げたいとのことから現耕作者より引き継ぐものです。双方ともに農地の集積化を図るものとして、問題ないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議経過です。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第3号 農用地利用集積等促進計画（配分計画）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第3号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
日程第7　議案第4号 農用地利用集積等促進計画（所有権移転）作成の要請について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
　　　農用地利用集積等促進計画（所有権移転）について、ご説明いたします。
　（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
議案第４号「農用地利用集積等促進計画（所有権移転）作成の要請について」、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号１番の譲渡人は町外に居住し農業を行わないため譲渡を行うものです。当該土地は譲受人と組田となっており、一体的な耕作が可能であるものです。
２番の譲受人と譲渡人は以前より耕作の依頼関係にあり、譲渡人より売買の打診をしていたものです。
３番は対象土地が譲渡人宅から遠方であるため周辺耕作を行っている譲受人に売買を行うものです。譲渡人の父の代で既に話が進められておりましたが、父の急逝により相続を経て売買が行われることとなったものです。
４番の譲渡人は弟の死亡により対象土地を相続しましたが、耕作ができないため譲受人である法人に譲渡するものです。
５番の土地は譲受人と組田となっており、一体的な耕作が可能であるものです。譲受人は以前より対象土地を耕作しておりました。
１番から５番の全件において営農継続性が認められ、地域との調和要件についても問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議経過です。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第4号 農用地利用集積等促進計画（所有権移転）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第4号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　日程第8　議案第5号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、を議
題といたします。
事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第5号、農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、内容を説明いたします。議案書は、16ページをご覧ください。また、別添調査資料につきましては、11ページとなりますので、併せてご覧ください。申請件数は１件です。
（議案書朗読）
本案件につきましては、6月16日に現地調査を行っております。証明願に対する可否の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施していますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
11番委員。
○11番（工藤姫子君）
　適用外証明に対する現地調査を行いましたので、ご報告いたします。実施日は6月16日、立会委員は齊藤秋男推進委員と私、事務局から佐藤次長の３名であります。
　付議番号1番、■■さんの土地は駐車場や建物が建っておりまして農地に復元するには難しいと見て参りました。なお当日■■さんと偶然にも会うことができまして、その際に孫娘がこの敷地内に新築する計画であるということから、その計画の途上で農地であったと判明したことであります。周辺農地には影響はないと見て参りました。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第5号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　日程第7　議案第6号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第6号、農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は17ページをご覧ください。申請件数は3件です。内訳は使用貸借が2件、贈与が1件です。別添調査資料は14ページから20ページになります。
（議案書朗読）
以上、５案件につきましては、6月16日に現地調査を行っております。各案件とも調査書に記載のとおり、農地転用に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。説明は以上です。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
11番委員。
○11番（工藤姫子君）
　農地法第5条に係る現地調査を実施いたしましたので報告します。実施日、立会委員は先ほど述べたとおりでございます。付議番号1番から3番まで、父親から使用貸借、贈与などを受けるものです。
付議番号1番は、古館ニュータウンの中にある住宅に囲まれた耕作地でありまして、周辺への影響はないものと考えられます。ただ少し面積が大きいのは、仕事上使用する大型車を駐車する予定もあるということで、将来的な活用計画もあるようでございます。
付議番号2番、農業後継者であります■■■さんが父親から使用貸借を受けるものです。町道から少し低い位置に建設予定なので、進入路に少し大きな面積を取られておりますが、その農地にはハウスが建っておりましたが、調査当日解体しておりました。周りに影響はないと考えられます。
[bookmark: _GoBack]付議番号3番、周辺への影響はないものと見て参りました。
以上でございます。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第4号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第6号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　日程第10　議案第7号 紫波町農地転用を伴わない用途変更届出指導要綱の一部改正について、を議題といたします。
　　　事務局の説明を求めます。
　　　高田事務局長。
○事務局長（高田浩一君）
　　　議案書18ページをご覧ください。
改正案と改正理由のご説明をいたします。
この要綱は、水田を畑に変更する、小さな区画の農地の畦畔を取り除いて切土盛土や整地するなど農地の用途や現状を変更する場合、また、敷地面積が２アール未満の農業用施設を設置する場合、公共工事に伴う仮設道路の敷設等による一時的に転用する場合など、転用許可は不要ですが農業委員会に届出することを規定しているものです。
近年、盛土切土を伴う大規模な用途変更の事例が発生し、個別案件に応じて必要な図面等の提出を求めるとともに、必要に応じて確認書に条件として遵守事項を記載し、周辺農地への影響抑制や農地の適切な活用を図ってきました。
今後、国の大区画化等加速化支援事業の新設に伴い、農業者が自ら施工する簡易的な整備（畦畔除去による区画拡大等）の実施及び本要綱に基づく用途変更届出の増加が見込まれます。
このよう状況の中、用途変更の適切な施工及び良好な耕作の継続を確保するため、これまでの運用を踏まえ要綱を改正し一般に周知しようとするものです。
一部改正の内容は、19ページをご覧ください。改正点は、新旧対照表の下線を引いた部分です。
要綱第３は届出に関する添付書類の規定です。第５号、事業計画及び施工図は、農地転用の場合だけではなく、地形変更及び切土盛土等の造成を伴う場合に添付が必要とするものです。また、第６号に断面図、第９号に着手前の現況写真の添付を新たに設けました。次に第５に事業実施者の遵守事項を新たに設けました。遵守事項は、事業実施者は工事施工に当り遵守しなければならないとし、１号は周辺農地及び道水路に影響を及ぼさないこと、２号は災害発生の未然防止と発生した場合は自己責任で善処すること、３号は盛土の用土は耕作に適したもので産業廃棄物を混入しないこと、表土は概ね３０センチメートル以上（水田は概ね１５センチメートル以上）の厚さに良質の土砂で施工すること、４号では工事による耕作の中断期間は１年以内、ただし、特段の理由がある場合はこの限りではない、の４点です。その他、添付書類、遵守事項を新たに設けたことによる条項番号の変更です。
要綱の一部改正の理由は、農地の用途変更の適切な施工、良質な耕作の継続を確保するため、届出に係る添付書類を整理するとともに事業実施者の遵守事項を新たに規定しようとするものです。
以上、改正内容でございます。ご審議よろしくお願いいたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
　事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第7号 紫波町農地転用を伴わない用途変更届出指導要綱の一部改正については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第7号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。


○議長（岡市充司君）
　　　以上、本日予定しておりました日程のすべてを終了いたしました。
　　　これをもちまして、第870回紫波町農業委員会総会を閉会いたします。


午後2時20分　　閉　会
　　　　

紫波町農業委員会会議規則第30条第2項の規定により署名する。
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